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11月はライブ出ます(2回目)
古川モトイ
今年は結婚式が身近で2件あって、私より年下の知人が2人亡くなりました。知人が関わる火災も2件ありまして、もうお腹一杯なんですが、2018年は台風ラッシュも含めて、まだまだ油断できない気がします。
さて最近はFactorioというゲームを結構やっていまして、不時着した惑星から脱出するためにロケットを作るべく全自動化された工場を建設するゲームなんですが、このゲームもまた時間がゴミのように消えていくゲームでございまして、そのゲームをやりながらPS4のガンダムバトルオペレーション2と言うゲームもちょこちょこやっております。さらに友人がドラゴンクエスト11を貸してくれて、ゲーム大忙しなわけですが、そんな私がゲームをやるときに大事にしているルールがありまして。それは
義務感を感じたらやらない
というものです。ゲームは遊びなんで本気になるのは一向に構わないのですが、ギャラも出ないのに義務感を感じるのは、これはもう私の中ではおかしい。過去にはゲーム関係でギャラを貰っていた時代もありますので、その当時は、当然、仕事となれば義務感も感じるわけでございます。その反動かもしれませんが、ギャラが出ないゲームは義務感を感じたら、そこでお休みと決めております。そういう視点で見ていくと、昨今のゲームの中にはよく話題に上る射幸心だけではなく義務感を煽ってくるものが多い。「毎日ログインしたらボーナスが出るよ!」みたいなモノは序の口で、ソーシャルゲームなどやっておりますと「毎日○時間はログインしてください」と平気で書いている方がいる。
まあ、ここまで書いておいて、何が言いたいのかと言うと。本当は義務感を感じないといけないはずのライブの準備が進んでないと言う事です。参ったねこりゃ。ライブのモチベーションは高いのですが準備が進まないってやつです。引越しと似てるかもしれない。まだ、何やるか決めていない。どんな音源を現場で売るかも決めてない。でも、11月18日に本番は迫っている。要するにゲームやってないでやることやれと言う事なんですが、これ、昔、親にもよく言われたな…
今月の歌詞は「シリンジ」という曲ですが、未完成です。なんか最近、結婚式が続いたせいかラブソングが多いですね。
*シリンジ
作/COOL_METABOLIC
好きと愛してるが終わる
それでいいのかも、それじゃいけないのかも
また誰かをハンパに愛してる
それでいいのかも、それじゃいけないのかも
秋と冬の孤独に吹かされて
自分の本音が自分でも聞けない
でもでもでも言い訳ばっかりで
独りよがりにすら、どうも今はなれない
君に出会えた奇跡が今でも僕を苦しめる
君に出会えたあの日が今でも僕を苦しめる
出会いを境に変わる
それでいいのかも、それじゃいけないのかも
身近な愛と平和に悩む
君のせいかも、せいだけじゃないのかも
君に会った瞬間の直感で
危険な恋だって分かっていたはずも
でもでもでも千載一遇の夜に
舞い上がってのめり込んでいたあの頃
君に出会えた奇跡が今でも僕を苦しめる
君に出会えたあの日が今でも僕を苦しめる
微笑む唇からきらめきは
まるで注射器の断面の鋭利さ
あの時から今日(こんにち)までの僕を
大人にさせない厄介な猛毒
君の過剰な刺激が今でも僕に残ってる
君の過激な記憶が今でも僕を惑わせる
君を追いかけた日々が今でも僕の胸を刺す
君と別れた季節が今でも僕を締めつける
君に出会えた奇跡が今でも僕を苦しめる
君に出会えたあの日は今でも
僕の宝物 嗚呼
他人の畑で雑句ザク
ミュンヒハウゼンのヨダレ
ドラゴン(松岡ヒロシ)
先日私は再度心不全を起こし、久しぶりに病院内で車イスに乗ったのですが、やはり車イスに乗って院内を回っていると、なんだか「オレは重病人なんだ、お前らとはちょっと違うんだぞ」という優越感を、待合室で無音のNHKを観ている全く死にそうにないじい様ばあ様に対して持ってたりしていました。まあ車イスは私の意思ではなく、病院内を死にそうな私をレントゲン撮影だったり心電図だったりでウロウロさせ、グエッと死んでしまったら病院は何かまためんどくさいこと言われるのかもわからないので、一応ハアハア言っている私に対して気は使いましたよということだったかもしれません。
しかし一度車イスに乗っていて、例えば道を開けてくれたりエレベーターを譲ってくれたり、いつも日陰をこっそり歩く私にはとても新鮮な周りの人たちの反応に、心房細動以外にも少し心の臓が揺れたのは確かでした。
心不全を起こそうとも普段は車イスが必要でない私ですので、このようなのんびりとしたことが言えるというのは承知しています。表だって同じような眠たいことを声高に言ってしまえば、それはそれは立派なサイコパスでしょうし、普段から車イスに乗らざるを得ない方々には少々失礼な話であると思います。
しかしあえて言わせていただいたのは、恐らく私のように何かのキッカケで車イスに乗り、いつもの虐げられた日常とは違う、普段はゴミ扱いされる自分に対して周りが格別のハートウォーミングな扱いをしたことが忘れられず、味をしめて誰彼かまわず一般人には手の届かない可哀想な人物を演じているであろう男に遭遇した話がしたいからです。
日曜日の昼下がり、ごくたまに寄るスーパーへ久しぶりに買い物へと入りましたら、40代後半とおぼしき中年男がスーパーの出入口付近に腹ばいに寝っ転がって「あーん!あーん!」と大声で泣いていました。よく聞くと「痛い、痛いよー!」とも言っています。何事かとよくその男を見ると、その方は嘉門達夫に似たがっちりした体格のおっさんで、腹ばいのまま上半身を起き上がらせるような動きを見せて、いかにも激痛に顔を歪ませていますという唸りをつけながら、のたうち回っているのかのように床の上でグニャグニャ動いていました。
近くにいる買い物客のおば様はもちろんのこと、買い物に付いてきた純真そうなお嬢ちゃんも、異空間が扉を開けたようなその光景に全身を強張らせ、目がそのおっさんへ釘付けになっていました。
その様子に最初は誰もが只事ではないケガか病気ではと心配して、優しそうな白粉気の無いおばさまや女房子供孝行中のつまらなさそうなサンデーパパなどが「大丈夫ですか?手を貸しましょうか?」と近寄っていきました。しかし近寄った彼らはすぐに、そして遠巻きに見ている私たちにも、この腹ばいに倒れて大声を出していらっしゃる嘉門達夫似の方は、まあ何と言いますか、要するに少々風変わりな方なのがわかりました。誰が見ても全てクサい演技なのです。
店内の異様な雰囲気に少し遅れて気づいて駆け寄ってきたスーパーの店員さんも、この倒れた嘉門達夫に「どうされました?」と最初は高級クラブのボーイのように片膝ついてしゃがみこみ、丁寧に緊急対応していたのですが、この嘉門達夫が腹ばいのまま店員さんに冷静な低い声で「いやいや、大丈夫だから」と、痛みに苦しんでいる設定を忘れて素で返答してしまい、ハッと慌ててまた「あーっ!痛いよーうわーん!」とやるものですから、店員さんもすぐに気づき、立ち上がっておっさんへの態度を改めていました。腰に手をやりながら今さっきとは違って面倒くさそうに「他のお客様の迷惑になりますので、こちらではおやめください」や「どなたか付き添いの方が一緒でなければ一度お引き取りください」など、やんわり口調で入店拒否を通告していました。しかしダダっ子嘉門達夫は「うわーん!痛いよー!!」と、ますます大きな声で叫び出しました。周りで見ている私たちも、わざとらしい演技をする嘉門達夫がなぜこんなことをしているのか、一体何がしたいのかさっぱりわからないので、背筋に冷たいものが流れてジッと凍りついていました。まあ下品そうな汚いばあ様は平気で嘉門達夫を跨いで野菜コーナーへと急いでいましたが。
店員さんは嘉門に「じゃあ救急車呼びますね、僕らじゃどうしようもできないので」と言うと、嘉門は慌てたのかまた冷静な表情と口調でキッと店員さんに目を向け「救急車はいらないから呼ばなくていいよ」と、中年男らしい低く太い声で反射的に答えてしまいました。この様子を見ていた私たちは、やはり単なる迷惑な頭がアレな人だという確信にダメ打ちをされ、レジに並んでいる人も商品を手に取って固唾を飲んでいた人も皆全てを悟り、凍てつき固まった時がまた普段通り何も無かったように流れだしました。遠まきに見ていたヤンチャそうなガリガリのジジイも、先程までビビって静かに固まっていたのとは打って変って、舌打ちをしながら嘉門達夫を睨みつけ横を通り過ぎていきました。
しかし嘉門達夫似のこの迷惑な男は、先程より音量を控えめにしながらもしつこく演技の続きをはじめました。
「痛いから、そこの車イスに乗せて」
出入口にある貸出用の車イスを要求しました。仕方なく店員さんは嘉門達夫を車イスに乗っけました。一連の流れを見ていない今入ってきたばかりの優しそうな七三ハゲのお父さんが、手を貸してしまったので店員さんも仕方なくといった様子です。なるべくなら、こんなアレな人には触りたくないですもの、気持ちはわかります。
嘉門は車イスに乗るやすんなり落ち着きを取り戻しました。そこで店員さんは一応「ハァ…大丈夫ですか?」とそれとなく語りかけながら、なおもやんわりお引き取り願おうと声をかけました。しかし嘉門はお引き取りの話になるや「うわーん!痛いよー!」とまた叫びだします。店員さんは「どうするの?そんな状態ならこちらは救急車呼ぶよ」と言うと嘉門達夫は冷静に言いました。
「このまま売り場に押してって、まずはそこの野菜売りからね」
エセ障害者ゴロですね。
当日私は腰痛で歩くのもやっとの状態でしたので、この迷惑な男を見ていら「こういうのは殺そう」と憤っていました。
しかしこの中年過ぎの大きなお友達の光景を見ていたらハッと気づきました。「なるほどそうか、この手があったか!」
イオンのような大きな店舗、歩くのめんどくさいですよね。スキンの臭い巨漢が寝っ転がって「うわーん!痛いよー!」
「心不全で苦しんです」
「あ、あそこに貸出用の車イスがあるから乗っけて!」可哀想な巨漢。
ミュンヒハウゼン症候群(ミュンヒハウゼンしょうこうぐん、英: Munchausen syndrome)は虚偽性障害に分類される精神疾患の一種[1]。症例として周囲の関心や同情を引くために病気を装ったり、自らの体を傷付けたりするといった行動が見られる。1951年にイギリスの医師、リチャード・アッシャーによって発見され、「ほら吹き男爵」の異名を持ったドイツ貴族ミュンヒハウゼン男爵にちなんで命名された。
引用:ウィキペディアより---
リビングデッド・シスター
弾射音
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奥田教授の今度の儀式は、それなりの準備がかかるという。教授から電話がかかってきたのだ。僕はこの間、儀式を中断させてしまって申し訳ありませんでしたと謝ったが、心の中では反対のことを考えていた。儀式を中断させたのは、僕のせいじゃない。教授が僕に呪文をかけて、僕は眠くなってしまったんだ。そう思った。確信はないが、どうも教授の行動が胡散臭く思えてくる。
教授は気にしていない口振りだった。そして、また儀式をするので同席してほしいと言う。僕は気が乗らなかったが、同意した。
いっそのこと、堀江雅人の調査結果を教授に突きつけて問いつめるか。だが、気の弱い僕はそんなことはできそうもない。一体どうしたらいいのか。このまま、永久に真相がわからないまま教授を疑いつづけるのか。
いつか、どこかで決着をつけなくてはならない。
教授宅を訪問すると、いつものように奥さんがにこにこと迎え入れてくれた。応接間に通され、しばらく話をする。
「先生、先生はこの間、僕に向かっても呪文を唱えているようでしたが、あれはどんな意味があったんですか」
僕は疑問に思っていたことを口にした。奥田教授は笑顔になり、軽く笑い声をあげた。
「そうですか。不審がられても仕方がありませんね。あれは、同席している者を聖化するための呪文です」
「と、言うと?」
「同席する者は、スピリチュアルな意味で高められなければなりません。そうしないと、汚れが原因で儀式の効果が対象者に及ばないのです。健一さんが眠くなってしまうとは思ってもみませんでした。何しろ、単調な呪文ですからね。眠気を誘うのも無理はないでしょう」
「そうですか」
そうは言ったが、内心僕はあまり納得していなかった。そもそも、冴子の自己暗示を解くのにこれほどのことをしなきゃいけないとは思えない。
しばらくゆっくりと話をしてから、僕たちは二階の研究室に移動した。冴子は相変わらずの様子だ。映画に出てくるゾンビそのものの格好をしている。
今回も、教授が司祭の役、奥さんがアシスタント、そして僕が同席者だ。今回の椅子は、肘掛けつきだった。僕が椅子から落ちないようにと配慮したのだろう。
儀式が始まる。奥田教授が冴子に向かって呪文を唱え、冴子は唸り声を上げて威嚇しようとする。しかし、すぐに動作が緩慢になった。呪文の単調さに、冴子も眠気を催したのだろうか。
奥さんは両手に壷を捧げ持ち、待機している。あの壷の中には何が入っているのだろう。僕は思ったが、次第に、この間と同じように眠気が襲ってきた。
気がつくと、教授が僕に覆い被さるようにして立ち、呪文を僕に向かって唱えていた。
一瞬、僕は身の危険を感じた。椅子の肘掛けを両手で握り、立ち上がろうとするが、体が自由にならない。全身を椅子に縛り付けられたような感じだった。僕は焦った。強烈な眠気の中で、僕は必死にもがいた。
奥さんが壷のふたを取り外す。その中に手を入れ、何かを取り出そうとした。
僕は無理矢理力を振り絞って立ち上がった。眠気のせいで体がふらふらする。とうとう、床に倒れ込んだ。すると、教授は僕に向かってしゃがみ込み、より大きな声で呪文を唱えはじめた。
これはふつうじゃない。教授は何かをたくらんでいる。僕は床に両手をついて立ち上がり、教授に突進した。
教授が倒れ込む。しかし、すぐに立ち上がってまた呪文を唱えはじめた。奥さんが壷の中から手を取り出し、握っているものを僕に振りかけようとした。
それはパウダー状のものだった。
僕は必死にそれを避けた。パウダーは床に落ち、僕はかろうじてパウダーを被るのを回避した。
教授は持っていた数珠のようなものを僕に突きつけ、ますます大きな声で呪文を唱えはじめた。
これは変だ。明らかに、教授は僕に危害を加えようとしている。僕はそう思った。そして、力を振り絞って立ち上がり、教授に突進していった。
数珠のようなものが教授の手を離れて宙を舞う。奥さんはおろおろして、パウダーを握りしめたまま硬直している。僕は唸り声を上げ、教授を突き飛ばした。
床に落ちていた数珠を奪う。教授はもはや呪文を唱えてはいなかった。眠気が次第に去っていく。教授は床の上で身を横たえ、憤怒の表情で僕を見上げた。
「一体何をするんですか」
僕は怒鳴るように言った。
「ぎ、儀式です。妨害しないでいただけませんか」
「ただの儀式じゃない。教授は明らかに僕に魔法のようなものをかけている。僕をどうするつもりなんですか」
「魔法なんてナンセンスな。あなたを浄化するために唱えているだけですよ」
「じゃあ、奥さんが僕にパウダーを振りかけようとするのはなぜですか。あれはひょっとしてゾンビ・パウダーなんですか」
奥田教授は立ち上がった。
「そうだよ」
低い声で言う。表情が一変していた。柔和な笑顔はもはやどこにもなく、僕を邪悪な目で見据えている」
「残念だったな。これは妹さんの自己暗示を解くための儀式じゃない。君をゾンビにするための儀式だ」
「なんだって?」
僕の声はついうわずってしまった。
「そうだ。君の思うとおりだ。ゾンビは存在する。私はそれを突き止めたのだ。長年の研究の末、とうとう突き止めたのだ」
「だけど、ゾンビは」
「架空の存在ではない。本当に、死人が蘇るのだよ。残念だな。妹さんをゾンビにしたのも私だ。長年の研究の成果を実証するために、私がゾンビに変えたのだ」
「なんてことを」
「おい、早くパウダーを振りかけろ!」
教授が奥さんに向かって怒鳴る。奥さんはとっさに壷に手を入れてパウダーを取り出そうとした。僕はあわてて奥さんに突進し、壷をはたき落とした。壷は床に落ちて割れ、パウダーが広範囲に散らばった。
「ああ、大変だ!」
いきなり教授が悲鳴を上げる。見ると、パウダーが少し教授の手にふりかかっていた。
しかも、手のその部分には血が滲んでいた。
「み、水で洗い流してくれ!」
教授は今にも泣きそうな顔で僕に訴えた。
「でないと俺がゾンビになっちまう!」
教授はもう一方の手でパウダーを振り払おうとしている。僕は教授に迫った。
「駄目だ。言え。どうして僕をゾンビにしようとした?」
教授は泣きながら言った。
「冴子の餌だ。半ゾンビの状態で冴子に与えるつもりだった。幼い少女や新崎を拉致して冴子に与えたが、それでも餌は十分ではなかった。人間の死体が必要だったのだ。君は冴子に食われ、そのまま自分もゾンビになる予定だった」
僕は怒りで顔が真っ赤になるのを感じた。
「おい、水を持ってこい。パウダーを洗い流せ!」
教授が奥さんに向かって怒鳴る。しかし、奥さんはおろおろするばかりで、足が竦んでいる。
「探偵を雇った」
泣きわめく教授に、僕は言った。
「何を調べたのだ」
「冴子の浮気相手を捜すためだ。探偵はあんたが冴子の浮気相手である可能性が高いと報告した。言え。冴子の子供の父親はあんたなんだな?」
「そうだ。そうだから、頼むから水を持ってきてくれ」
「どうして冴子をはらませたんだ」
「はらませるつもりじゃなかった。誤算だった。冴子を実験台にするためには、親しい間柄になる必要があった。だから男女の関係になったんだよ」
「貴様は腐ったけだものだ」
「水を持ってきてくれ。パウダーを洗い流せ」
「さもないとあんたはゾンビになるのか」
「そうだ! 俺はゾンビになりたくない。まだ研究がある。頼む、助けてくれ!」
「今の話は本当なの?!」
後ろから奥さんの声がした。振り返ると、奥さんが鬼のような形相をして教授を見下ろしている。
「そうだ。本当だ」
教授が言った。
「俺が黒人のお前を本当に愛すると思ったのか。ブードゥー教の儀式に詳しいから結婚したまでのことだ。こいつの妹はよかったぞ。お前とは違って、ぶさまな格好でよがったりはしなかった」
「死ね!」
奥さんが怒髪天を突いて教授の腹を足で踏みつける。教授は悲鳴を上げた。そして、腹を抱えながらよろよろと立ち上がった。
「死ね!」
再び叫び、両手で教授を突き倒す。教授は冴子の檻の金網に接触して倒れ込んだ。
冴子がかがみ込み、教授の肩に噛みつく。教授は悲鳴を上げた。冴子はかまわずに教授の肩の肉を噛みちぎる。血が飛び散った。教授は白目を剥いて喘いでいる。とっさに僕は冴子と教授を引き剥がそうとしたが、冴子が両手をこちらに伸ばして威嚇するのでそれ以上近寄ることはできなかった。
教授がショックで気を失う。教授を捕まえたままの冴子は、次に教授の頭にかぶりついた。頭皮が見る見るめくれあがる。そして、両耳を食いちぎり、両手で拳を作って頭部に叩きつけ、頭蓋骨を割って脳味噌をちゅるちゅると吸いはじめた。
奥さんが放心状態のまま床にぺたりと座り込む。だが、僕がここにいることに改めて気づくと、泣きながらたどたどしい日本語で言った。
「あなたをゾンビにしようとしました。許してください」
僕はどう返事しようかわからず、ただ呆然と彼女を眺めていた。それから、何とか彼女を助け起こした。
「ごめんなさい。許してください」
「教授はどうなるのですか。死んだんですか。それともゾンビになるんですか」
「脳を破壊されました。ですから、ゾンビになって蘇ることはありません」
僕は奥さんを支え、階段を下りて応接間へ運んでいった。キッチンでグラスに水を満たし、奥さんに持っていく。奥さんは喉を鳴らしながら水を飲み干した。
奥さんが落ち着くのを待って、訊く。
「これからどうしたらいいんですか」
「ブードゥーの儀式をして、夫を葬らなければなりません。さもないと、霊魂がこの世をうろつきます。手伝ってくれますか」
「今すぐやるんですか」
「はい」
「死亡届はどうするんですか」
「失踪したことにして、警察に捜索願を出します。あの死体を人に見られるわけにはいきません。あまりにも恐ろしいことです」
「冴子はどうしたらいいんですか」
「引き取ってください」
「わかりました」
奥さんはもう一杯水を飲んだ。それから立ち上がると、二人で研究室に戻った。
冴子は相変わらず教授の全身の肉を貪っている。
僕は教授の両足を引っ張り、何とか冴子から引き剥がした。とたんに冴子が吼えて僕を威嚇する。
床の中央に教授の体を横たえる。奥さんは泣きながらその体の上で数珠のようなものを振り、呪文か祝詞のようなものを唱える。僕は立ったままそれを見守った。ところどころがひどく損壊した死体が何とも生々しい。僕は吐き気を我慢しながら立っていた。
三十分ほどで儀式が終わる。
「遺体はどうするのですか」
「冴子さんに食べてもらいます。骨を残してきれいに食べてくれます。ほかに処理する方法がありません」
奥さんが檻の鍵を開け、僕が教授の死体を檻の中に押し込む。冴子が檻の外へ出ようとしたが、僕が何とか押しとどめた。再び檻の鍵を閉めると、冴子は教授の体にかがみ込んでむさぼりはじめた。
「すっかり食べ尽くしたら、また来てください」
奥さんは泣きながら言った。
「冴子さんを引き取ってください。車で来てください。運ぶのを手伝います」
【続く】
ドテ丼について
murbo
ドテ煮のルーツは諸説あるが世間一般で最も食べ知られ全国で広まったのは決定的は敗戦直後の闇市だろう。食事が満足に取れない時代に、そもそも捨てるものだった豚や鶏、牛などの内臓肉(関西方面の方言では、捨てるものをほうるもんといい、そこからホルモンと呼称されるようになった。(※諸説あり)を洗い、臭いをごまかすためでもある味噌で煮込んだ、ありていにいえば食事とは言えないようなものを料理として食し、人々は敗戦からの復興の力としていた。その後の高度成長期、バブル期といった既にもはや戦後ではないと云われた時代でも労働者の空腹と疲れた心を癒していた。このようにドテ煮とは中部地方だけではなく、全国で親しまれていたのだった。とりわけ中部地方でより認知され普及していったのは、この地方独自の赤味噌の存在だろう。この塩分濃度が高く、長い熟成期間からくるコクの深い豆味噌が一般には食材として一般の流通には乗らなかった内臓肉を料理として成り立たせたのだ。こうして庶民の味としてのドテ煮は世知辛い世の中を基礎から支える力となっていった。
さて、ドテドンである。ドテ煮は中部地方に於いて浸透していったのは先にも書いた通りで、呼称も単にドテと呼ぶようになった、云わばソウルフードと言っても過言ではない。ソウルフードとはアフリカンアメリカンの伝統料理を指すが、ここでは古くからの郷土料理ではないものの、地元で誰ともなく共通して食べられている事実上の郷土料理のようなもとしている。このソウルフードをご飯の上にのせたどんぶりがドテ丼だ。ならばドテこそがソウルフードであり、ドテ丼は違うのではないか、物事に精度も求める方々からはそう指摘されるであろう。しかし、ドテ丼はドテドンとしてイタリアンが再構築した、新たなる岐阜のソウルフードなのだ。何故イタリアンなのか。端的には趣味だ。イタリアンである意味はほぼ無い。イタリアンはイタリア人ではなく、日本人のイタリア料理人だ。ここでの再構築とは食材の見直しである。ドテはホルモンの語源たる”ほうるもの”(捨てるもの)そのものだが、これを当たり前の事とせずに食材として見直し、地元岐阜産のものからシェフ自らが厳選された豚一頭分の内臓肉を使用することで旨味を引き出す食材とすることができている。ソウルフードの再構築という限りはオール岐阜であることを掲げている。そろそろ両親に感謝したほうがいいか?まだか。唐突にオール岐阜と言い出すには訳がある。ドテドンは岐阜のソウルフードとして開発しているのだ。岐阜、特に美濃地方には強く推す名産がない。あるにはあるのだが、それは愛知、岐阜、三重、ともすると静岡、富山まで含まれる中部地方とその近隣であれば一般的に親しまれているものばかりだからだ。ドテもその一つであり、あえて岐阜のソウルフードと銘打ち、丼の形態を取ることで独自性を出そうとしているのだ。そろそろこういう拘り料理の店の看板だと親に感謝する頃か?じゃぁ、産んでくれた両輪に感謝。って、料理に関係ないじゃん。先ほどからホルモンは豚と限っているが、ドテドンには牛も入っている。黒毛和牛の牛スジだ。これを追加することによって淡く単調になりがちなドテを飽きが来ない旨味にしている。ソウルフードとしての再構築としての丼とは言いつつ、これならば串はいけないのかと疑問を持たれる方々は多い。しかし、企画開発中から実践配備までドテ串については全く語られることはなかった。理由は知らんが。あくまでも丼の体裁を取ることを前提としているので串はどうなのかはともかく、コメが必須である。特定の地域のソウルフードたるには、ここまでもオール岐阜でなければならない。
このようにドテ丼はドテドンとして一杯飲み屋の酒のアテから食卓へその活躍の場を変えることになったのだ。しかし、ドテドンを岐阜のソウルフードとして認知の道は遠く険しく、あっさり隣県である愛知全域でもドテ丼は親しまれていたのであった。
===
えっと、2018年11月3日(まんがとゴジラの日)に岐阜県各務原市の学びの森で開催のマーケット日和というフリーマーケットにドテ丼と焼き鳥のお店”ねこおでん屋台xやきとりchikap”で出店します。そこの賑やかしでドテドンなどの怪獣をライブドローイングします。当日の担当はそれだけですが、店ののれんというか、看板みたいなもののグラフィックも担当しておりまして、その中に今回の文章をレイアウトしています。ところが背景になっているために殆ど読めないのです。意地悪ではなくてやたら文章が入っているということをやりたかったのでそれでよいのですが、良くてもやっぱり読めるチャンスがどこかでほしいなと思い、今回先行公開は大げさですが、まぁそんなことです。いつもそうですが無意味なことを意味ありげに仰々しく書く事がテーマです。ライブドローイング自体は去年に同じように描いたのが一回あるだけなのでなんとも心細い経験値ですが頑張って描きたいとと思います。情報告知のタイミングとしてはブラック企業のダメ発注みたいな状況ですけど、お時間良ければ昼からドテ丼と焼き鳥なのにノンアルコール(昼間のイベントですし)で楽しんでいただければと思っております。
【続く】……えっ?
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/とりあえず編集後記の雑談です。
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